
氏名 所属・役職名 初委嘱年月日

遠藤
えんどう

　行
ゆき み

巳 千葉商科大学付属高等学校　校長 平成28年6月3日

小嶋
こ じま

　享
きょうじ

治 市川市立新井小学校　校長
平成29年7月5日

新任

第
２
号
委
員

社会教育関係者 村松
むらまつ

　勝美
かつ み

市川博物館友の会　会長 平成21年7月5日

高橋
たかはし

　道夫
みち お 家庭教育学級指導員

（元大町小学校　校長）
平成25年7月5日

松本
まつもと

　浩和
ひろかず

市川市ＰＴＡ連絡協議会 副会長
平成29年7月5日

新任

石山
いしやま

　秀和
ひでかず 立正大学　准教授

日本近世史　江戸
平成29年7月5日

新任

加賀
か　が

　陽子
よう こ 前 市川市立塩焼幼稚園 園長

幼児教育
平成29年7月5日

新任

片岡
かたおか

　玲子
れい こ 市川市立南新浜小学校　教頭

理科教育
平成25年7月5日

越川
こしかわ

　重治
しげはる NPO法人自然観察大学　講師

生物学・環境
平成21年7月5日

酒井
さか い

　清治
きよ じ 駒澤大学　教授

考古学・博物館学
平成21年7月5日

白井
しら い

　久美子
く  み  こ 千葉県房総のむら主任上席研究員

教育行政
平成27年7月5日

福岡
ふくおか

　直子
なお こ 豊島区立郷土資料館　学芸員

民俗学
平成29年7月5日

新任

松田
まつ だ

　陽
あきら 東京大学大学院　准教授

文化資源学・博物館学
平成29年7月5日

新任

三橋
みつはし

　敏雄
とし お 堀之内自治会　会長

民俗資料
平成29年7月5日

新任

山崎
やまざき

　京
きょう

美
うみ いわき短期大学　教授

考古学
平成21年7月5日

第
４
号
委
員

学識経験者

市川市博物館協議会委員名簿
（任期：平成29年7月5日～平成31年7月4日)

第
3
号
委
員

家庭教育関係者

学校教育関係者

第
１
号
委
員

区　分



評価基準

館名 館別意見（概略）
館別
自己
評価

総合
自己
評価

外部意見等
外部
評価

考古

市史編さん事業と連動した形で市内の自
然貝塚の調査を進め、見込み通りの成果
があがった。しかし、本年度は曽谷貝塚
の報告書作成ができなかった。

Ｂ
協議会で
結論を得

る

歴史

借用資料整理や寄贈図書の整理登録は年
間を通して実施することができたが、図
書館所蔵歴史資料調査や資料、古写真の
データベース化は殆どできなかった。

Ｂ

自然
収蔵資料のデータベース化やスライド
フィルムのデジタル化が進行しなかっ
た。

Ｃ

考古
常設展示室の展示替えを実施した。
また、ホール小展示や速報展を実施
し展示の充実を図った。

Ｂ

歴史
企画展「発見体験昔の暮らし」や
「季節の展示」を実施し、展示の充
実を図った。

Ｂ

自然

展示解説を来館者の動向に合わせて臨機
応変に対応した。ホール小展示では、飼
育展示や化石の展示を中心に好評を得
た。

Ｂ

考古

講演会や博物館講座については、ほ
ぼ見込み通りの結果を得ることがで
きた。また、３回のフェスティバル
についても概ね好評であった。

Ｂ

歴史
博物館講座や季節の行事体験等につ
いては、受講者や参加者の増加によ
り成果を上げることができた。

Ｂ

自然

自然観察会、野草名札付け、大町自
然観察園環境整備等は例年実施して
いる行事であり実績は安定してい
る。

Ｂ

考古

小学生向け体験学習や出前授業は学
校からの申込も多く好評であった。
また、教員対象の研修会を受け入
れ、好評であった。

Ｂ

歴史

小学生向け体験学習については、多
くの学校が満足しており好評であ
る。社会科副読本「わたしたちの市
川」の制作協力を行った。

Ｂ

自然
小学生向け自然体験学習や出前授業
等例年通り実施した。また、教員研
修会への支援も行った。

Ｂ

考古
公民館講座や博物館友の会主催、共
催の見学会等を実施し好評であっ
た。

Ｂ

歴史

公民館講座への講師派遣や博物館友
の会事業への協力、また、市民団体
や地元民俗行事協力を例年通り行っ
た。

Ｂ

自然
公民館や市民団体等の講座講師依頼
や出張展示・展示解説及び出張体験
指導の依頼に対し適切に対応した。

Ｂ

考古
「考古・歴史博物館だより」を年４
回発行し、事業内容をアピールし
た。

Ｂ

歴史
「考古・歴史博物館だより」を年４
回発行し、博物館事業を理解しても
らう手立ての一つとなった。

Ｂ

自然
「自然博物館だより」や自然博物館
行事案内を発行し、事業内容をア
ピールした。

Ｂ

市川市立博物館　平成２８年度事業に対する外部評価

Ａ：参加者数、内容、参加者満足度すべてに見込みを上回る成果を得ることができた。（目標の90％以
上）
Ｂ：ほぼ見込みどおりの結果を得た。（目標の80～75％程度）
Ｃ：改善の余地があるものと考えられる。（目標の60％程度）
Ｄ：今後の計画に際しては、実施を含めて検討する必要があると思われる。（目標の50%に満たない）

事業種別

収
集
・
保
管
及
び

調
査
研
究

Ｂ 協議会における意見の概要

展
示 Ｂ

市
民
向
け
の
教
育
普
及

生
涯
学
習
拠
点
と
し
て
市
民
の

学
び
と
体
験
を
支
え
る
事
業

Ｂ

運
営 Ｂ

学
校
関
連
の
教
育
普
及

子
ど
も
の
成
長
や
学
び
を

支
援
す
る
事
業

Ｂ

地
域
連
携
の
教
育
普
及

地
域
の
文
化
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

を
サ
ポ
ー

ト
す
る
事
業

Ｂ



平成 29 年度企画展開催要項 
 
1．タイトル  開館 35 周年記念 平成 29 年度企画展 
       「浮世絵の世界と市川‐利根川東岸弌覧を中心に‐」 
 
2．会  期  平成 29 年７月 16 日（日）～９月３日（日） 
 
3．会  場  市立市川歴史博物館 2 階特別展示室 
 
4．主  催  市立市川歴史博物館 担当学芸員 小野英夫、菅野洋介、三村宜敬 
 
5．入  場  無料 
 
6．開催趣旨 

歴史博物館では、平成 29 年度の企画展として、市民にも良く知られており、市川公民

館や里見公園にも複製がある「利根川東岸弌覧」という浮世絵（錦絵）に描かれた世界を

紹介する。 
この絵は、明治維新期の 1868（慶応４）年に、浮世絵絵師の第一人者であった玉蘭斎貞

秀によって描かれた地図的な風景画で、当時の市域の景観が詳しく描かれ、其の中には、

地名・名所・名産・寺社・歴史的故事などの情報が載っている。 
この絵を関連資料とともに紹介することで、市域の歴史への理解や愛着を深めてもらう

場としたい。また、併せて、１階常設展示室の「海辺の人々」のコーナーの塩製造図会等

を中心とした修繕も実施する。 
 
7．展示構成とおもな展示資料 
①利根川東岸弌覧とは？ 

 ②河川を通じた世界観（江戸川、真間川） 
  船模型、河川や水害に関する古文書、大杉講関連資料等 
 ③行徳のにぎわい 
  旅宿関係資料、ささやうどん関係資料、塩田関係資料等 
 ④市川市域を描いた浮世絵（錦絵） 
  「利根川東岸弌覧」、「武蔵百景之内下総真間つぎ橋」他実物資料 
 ⑤市川から八幡へ（千葉街道） 
  梨関係古文書、真間手児奈講関係資料、八幡市関係資料等 
 ⑥国府台と真間の名所 
  里見公園関係資料 



⑦館蔵貞秀の浮世絵 
 
８．主な借用先  
  安蛭幸男家 成田山霊光館等 船橋西図書館  
 
９．印刷物 展示図録(A4 横判 28 頁 1,000 部) 、ポスター（Ｂ2 縦判 300 枚） 
      チラシ(A４縦判 3,000 枚)  
 
10．関連事業 
 
 ①講演会  
 ・タイトル （仮）江戸川の舟運について 
・日  時  平成 29 年８月６日（日） 午後 2 時～4 時 
・会  場  歴史博物館 2 階講堂 
・入場予定者 50 人 
・内  容 「利根川東岸弌覧」に描かれている船等について 
・講  師   物流博物館学芸員 玉井幹司氏 
 
②展示説明会 
 全５回 ７月２２日（土）・２９日（土）、８月１３日（日） 
８月２０日、９月３日（日）午後２時～２時３０分 
 
③子ども向け行事 
・紋切り遊び、べか船に乗ろう 
期間中・毎週土曜日（８月１９日除く） 

  １３時３０分～１５時３０分 
・子供用展示説明会（自由研究向き） 
 ８月２日から４日・１９日  
 午前１０時３０分～１２時 
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